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３．事後評価結果 

 

粒子の高速衝突による基材との固相接合で起こる接着過程を、力学および化学の観点から実験によっ

て解明することを目的としている。特に、速度を制御した単粒子衝突実験を実施して、粒子金属および

表面酸化層の変形破壊と接合挙動に関する微視的な詳細観察を行っている。これと合わせて、単粒子の

高速圧縮実験によってその過程の詳細観察と分析に成功している。 

 

 アルミ単粒子の基材への高速衝突実験により、固相界面状態から適切な接着条件が狭い範囲に限定さ

れることを発見している。また、その過程をエネルギー論的に解析できる可能性として示したことは、

目指すナノメカノケミストリー研究分野の開拓として高く評価する。また、脆性的と考えられている微

細な表面酸化層が高速変形においては延性的な変形挙動を示すことの発見は、固相接合に留まらず基礎

的な知見として発展性が高い優れた成果である。インデンテーション法による実験と合わせた研究を高

く評価する。 

 衝撃および準静的ナノインデンテーション実験による単粒子の高速変形・破壊実験観察によって、金

属粒子の高速大塑性変形の様相、および、酸化層の破壊様相の詳細観察による機構の解明への基礎的な

取組みは、ナノレベルの各過程の詳細を明らかにするものであり、有効性が高い。 

 

今後の展開と期待 

 複雑な粒子の高速衝突による固相接合現象に関して、精緻な分析に基づいてその微視的詳細メカニズ

ムおよびメカニクスを戦略的にアプローチしてきた研究進展はきわめて優れており、研究者としての今

後の発展が大いに期待できる。特に、材料力学の基盤的観点に気づいて変形・破壊・接着を基礎から検

討するための将来発展性を見出したことは、微粒子の高速衝突現象に関するメカノケミストリーとして

の新分野を拓くことであり、工学的側面のみならず工業的な応用面での画期的な突破口となることを期

待している。 

 また、ナノスケールの変形・破壊特性については未解明なことが多くあり、条件によって多くの発見

や機能開拓が今後も期待できる。高速変形・破壊は、その一つの有力分野である。本来の力学分野に関

する基礎的な研究発展性も高く、リーダーとしての今後の活躍を大いに期待している。 

  


